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開催名 開催日主　催 開催場所 お問合せ先
（内線番号）

2024年1月19日

2024年2月17日

2024年2月22日

内線 6160

内線 2372

オンライン

山梨県医師会館

セミナー・講演会等のお知らせ 対象：医療従事者

※上記セミナー · 講演会へのお問合せは TEL:055-273-1111（代表）へお掛けのうえ、お問合せ先の内線番号をお伝えください。

循環器救急センター

055-273-1119（
直
通
） 

循環器疾患の
救急要請は
こちら

脳神経疾患ホットライン

090-1882-6786（
直
通
） 

第8回 山梨県遺伝医療連絡会議
「出生前遺伝学的検査」

第72回 山梨大学医師会講座

第30回 山梨緑内障研究会

山梨県、山梨大学大学院臨床遺伝学講座、
山梨大学医学部附属病院遺伝子疾患診療センター

山梨県眼科医会、山梨大学医学部眼科学講座
他　共催

山梨大学医師会、山梨県医師会
他　共催
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山梨大学医学部附属病院

オンライン
古名屋ホテル

　11月12日（日）、山梨大学医学部附属病
院肝疾患センターと山梨県との共催で、健
康に無関心な20～40代を主なターゲット
に、特にウイルス性肝炎・脂肪肝疾患につ
いて理解を深めてもらい、受検・受診・受療
を促すことを目的とした啓発イベント「やま
なし肝ぞうデー2023～肝ぞうについて考
えてみるじゃん～」をイオンモール甲府昭
和さくら広場で開催しました。
　イベント内容は、肝臓の硬さと脂肪量を
測定するフィブロスキャンをメインに、ロコ
モスキャン（下肢筋力測定）、ストループテ
スト（認知機能測定）といった各種検査体
験や、ポスター展示、クイズ大会、スタンプ
ラリー、ミニゲームコーナーなど家族で楽
しめる内容を盛り込みました。また、肝疾患
センタースタッフや消化器内科の医師に加
え、県内の肝疾患コーディネーターにもイ
ベント運営にご協力いただき、みんなで肝
臓色のオリジナルTシャツを着込み、会場を
盛り上げました。
　1000名を超える多くの方々に来場いた
だき盛況裡に終わり、アンケート結果も満
足度は高く、肝臓について理解を深めるい
い機会になったのではないかと自負してお
ります。ご協力いただきました皆様、本当に
ありがとうございました。

「やまなし肝ぞうデー2023～肝ぞうについて考えてみるじゃん～」を
開催しました。 肝疾患センター長　前川 伸哉

脳神経疾患の
救急要請は
こちら

内線 2465
受付時間

平日(水曜日除く)
10:00～13:00

薬剤部スタッフ（11月6日撮影）

薬剤部新体制始動！



山梨大学医学部附属病院 ［地域医療連携だより］

薬剤部長
鈴木  貴明

薬剤部が移転し新しくなりました！
　医学が進歩し、革新的な新薬が次々に登場する中で、薬物療法における薬剤

師の関与が極めて重要となっています。このような状況において薬剤師は、調剤を

はじめとする医薬品の供給や管理を中心とした対物業務から、病棟やベッドサイド

で薬物療法を支える対人業務にシフトするため、対物業務の質を維持したまま効率

化を図り、その上で病棟業務やチーム医療へのさらなる参画を目指しています。

　本年5月、診療支援棟への薬剤部移転を機に注射薬自動払

出装置を一新し、1施用毎セットの自動化が可能となり、入院と

外来併せて年間30万件を超える注射薬調剤を省力化すること

ができるようになりました。

　この他にも、高カロリー輸液や抗がん薬の無菌調製に用いるク

リーンベンチ、安全キャビネットなども最新機器を導入し、より安

心・安全な医薬品を届けられるよう業務環境を改善しました。

　革新的な新薬は、作用機序も新

規性があるため副作用発現に細

心の注意が必要になってきていま

す。患者さんの状態変化や副作用

の早期発見、薬による有害事象を

回避することなどは安全管理の観

点から非常に重要であり、薬剤師

は病棟業務やチーム医療への参

画を通して、患者さんが安心して適

切な薬物療法を受けられるよう、

ベッドサイドや外来面談室で積極

的に業務を行っています。

　また、患者さんを中心とした薬物療法

がシームレスとなるように、当部では定期

的な勉強会の開催などを通して、地域

の保険薬局および医療機関との施設

の垣根を超えた協働・連携強化に努め

ています。

　これからも安全で質の高い薬物療法

を通して医療へ貢献すべく薬剤部一丸

となって努力していきます。

薬剤師は、薬理学や薬物動態学、製剤学など総合的な薬学の視点を持
ちつつ、医薬品情報などを活用した適正で安全な医薬品の供給に努め
ています。

注射薬自動払出装置

1施用毎セット

抗がん剤調製業務

チーム医療［褥瘡対策チーム］

ベッドサイドでの患者面談入退院支援センターにおける
入院前薬剤師面談

December,2023,vol.14
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